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熊本県立大学の食育の歴史

•食育推進活動創成期

•「くまもとさんちの食育ビジョン」策定

•学生食堂が食育の拠点に

平成18～21年度

•食育実施体制確立期

•「食育・健康ビジョン」策定
平成22～24年度

•学内外での連携強化期

• 10周年記念誌発行
平成25～27年度

•大学生への食育重点実施

•「食育ビジョン（第3期）」策定

•くまもと食育ガイドブック発行

•たべラボ活動開始

平成28年度～現在

令和4年度に17年目を迎えます



平成23年度内閣府食育推進ボランティア表彰

平成29年度第1回食育活動表彰
【教育関係者・事業者部門】農林水産大臣賞

平成29年7月12日 熊本日日新聞掲載



熊本県立大学食育推進全体図

実施内容・
関連業務の
報告

審議

審議



熊本県立大学食育ビジョン（第3期・H30～）

学生への食育
が

重点課題！



①たべラボランチタイムミーティング

②食育の日

③食育・健康フェスティバル

人材育成：たべラボ活動



たべラボとは？

①熊本県内の様々な地域の食の魅力探し

②イベント企画

③学食でのメニュー開発、プロデュースなど をおこない、

自らの食のスキルアップと、学内外への食育を実施する学生グループです。

どの学年・学部でも大歓迎！

コンセプト
まずは自分が食を楽しみ、
楽しさを人に伝える！

楽しんで学んだことを、
周りに発信していく

たくさんの人の食生活が
よりよい方向に変わっていく



おだし講座 野菜ソムリエの先生によるお野菜講座

お菓子作り講座（講師：学生）

①たべラボランチタイムミーティング

自炊力UPプロジェクト（動画配信）

12:20～12:50のランチタイムの時間に
食に関するワークショップを実施



月1回、19日前後に学食で実施
地域の食材を活用して特別メニューを作成

②食育の日



②食育の日 視察

山都町視察（2021年11月）

人吉球磨地方視察（2021年12月）



②食育の日メニュー検討

写真はH31年度時



②食育の日 当日



③食育・健康フェスティバル





研究開発：食生活調査

全学生を対象として
①本学学生の食生活と健康上の課題
を把握すること
②食育活動の成果測定を行うこと
を目的として、食生活調査を実施

平成29年度から毎年継続して実施し、
令和4年度で6年目となる



食環境改善：学生対象保健指導プログラム

対象者
健康診断においてBMI35以上の学生のうち、
学生および保護者（未成年の場合）から保
健指導プログラムに参加する同意を得られ
た者（5名程度）
時期 内容
4月 オリエンテーション時、保健センターより健診の説明

の際、書面（もしくはオンライン）にて「健診結果を
もとにプログラム受講の提案を行う」旨を通知

5～6月 対象者リストアップ
5月～7月 対象者へ案内・申込書兼同意書提出

7月 初回面談：40～60分 プログラム説明、目標設定
8月 面談2回目：20分 体重・腹囲測定、状況確認
9月 面談3回目：20分 体重・腹囲測定、状況確認
10月 面談4回目(最終評価)：

20分
体重・腹囲測定、今後の目標

設定
1月 フォローアップ面談：

20分
半年後の状況確認



コロナ禍での食育活動



農林水産省「第4次食育推進基本計画」

「第4次食育推進基本計画」啓発リーフレット：農林水産省 (maff.go.jp)



人材育成：
もぐ丸かんたん料理コンテスト

【募集内容】
15分以内でできる料理
・野菜が入ったもの
・スーパー等で簡単に手に入る食材を使
用したもの

TwitterもしくはInstagramで応募
①応募の手軽さ
②SNSでの拡散効果
③たべラボアカウントのフォロワー増加





人材育成：
たべラボランチタイムミーティング（オンライン）





人材育成：
食育の日での動画放映



食環境改善：ベジチャージキャンペーン



たべラボは自分のやりた
いことに挑戦できるのが

良かったです！

ポスターやパネルのデザ
インの勉強が自分なりに
できて、成長できたと感

じています！

たべラボメンバーの声

コロナ禍で集まれない時
にもオンラインで開催し
てくださったので、家で
も楽しくてワクワクさせ
ていただきました。

水曜日は新しい知識を身に付け
られて、皆さんにも会えると楽
しみにしていました。大学生活
で食について学べたことは、今
後生きていく上で大きな財産と

なると思っています。

食材をいただいて自宅で
作れる企画が楽しかった
です。人吉での視察も、
とても貴重な時間を過ご
させていただき、印象に

残りました。

直接聞き取りまたはR3年度たべラボ活動アンケートより


